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○
入
場
券

　

投
票
入
場
券
は
、
７
月
13
日

(

金
）
ご
ろ
か
ら
有
権
者
の
み
な

さ
ん
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
が

届
い
た
ら
記
載
内
容
を
確
か
め
、

投
票
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

○
投
票
日

　

投
票
日
は
７
月
29
日(

日
）
で
、

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。
投
票
場
所
は

町
内
37
カ
所
の
投
票
所
と
な
り
ま

す
。
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

か
た
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
を
行
う
た

め
に
は
、
事
前
に
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
申
請
し
て
、
郵
便
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

対
象
は
次
の
か
た
で
す
。

■
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
下

肢
な
ど
の
障
が
い
が
１
級
ま
た
は

２
級
の
か
た
。
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
な
ど
の
障
が
い
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
か
た
な
ど
。

■
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介

護
者
の
う
ち
、
要
介
護
区
分
が
５

で
あ
る
か
た
。

　

郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
投
票
日
の
４
日
前
（
７

月
25
日
）
ま
で
に
証
明
書
を
提
示

（
郵
送
）
し
て
、
投
票
用
紙
を
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
所
と
期
間

　

期
日
前
投
票
と
は
投
票
日
当
日

に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
理
由

で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
か
た
の
た
め
に
、
公
示
日
の
翌

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
期

間
に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
て

投
票
を
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

■
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　

全
期
間
（
７
月
13
日
（
金
）
か

ら
28
日
（
土
）
ま
で
）
の
16
日
間

で
、
投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
佐
用

町
内
全
域
の
か
た
に
ご
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

■
各
支
所
（
上
月
・
南
光
・
三
日

月
）
と
三
河
出
張
所

　

各
支
所
で
は
７
月
25
日
（
水
）

か
ら
28
日
（
土
）
の
４
日
間
で
、

投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　

三
河
出
張
所
は
７
月
27
日（
金
）

か
ら
28
日
（
土
）
の
２
日
間
で
、

投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。　
　

　

各
地
域
内
に
お
住
い
の
か
た
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
５
４
９

み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙　

投
票
日
は

　
　
　
　
　

７ 
月 

29 

日
（
日
）
で
す

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
ゴ
ル

フ
場
を
利
用
さ
れ
た
か
た
が
、

ゴ
ル
フ
場
の
経
営
者
を
通
し
て

納
め
ま
す
。

　

納
税
は
ゴ
ル
フ
場
の
規
模
、

利
用
料
金
を
基
準
と
し
て
、
一

人
一
日
あ
た
り
３
０
０
円
〜

１
、２
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

町
へ
の
交
付

※
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
収
入
額

の
う
ち
、
10
分
の
７
に
相
当
す

る
税
額
は
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

交
付
金
と
し
て
、
ゴ
ル
フ
場
が

所
在
す
る
市
町
に
対
し
て
交
付

さ
れ
、
地
域
振
興
を
図
る
う
え

で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
播
磨
県
民
局

　
　
　
　

上
郡
県
税
事
務
所　

　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
８
７

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、

県
や
市
町
の
貴
重
な
財
源

　参議院議員通常選挙　期日前投票所開設期間表
　●期日前投票所開設期間は下記の表の塗りつぶした期間です

開設年月日 期　　日　　前　　投　　票　　所
さよう文化情報センター 上月支所 南光支所 三河出張所 三日月支所

７月

１３日（金）
～２４日（火）

町内全域のかた２５日（水）
～２６日（木） 上月地域

のかたの
み

南光地域
のかたの
み

三日月地
域のかた
のみ２７日（金）

～２８日（土）
南光地域の
かたのみ

２９日（日）　投　票　日
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■
減
価
償
却
制
度
の
見
直
し

　

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
取

得
す
る
減
価
償
却
資
産
に
つ
い

て
、残
存
価
格
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
国
税
、県
税
、町
税
）

　
■
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　

改
修
促
進
税
制
の
創
設

(1)
一
定
の
居
住
者
が
居
住
す
る
既

存
住
宅
に
つ
い
て
、
一
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場

合
、
そ
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
住

宅
借
入
金
な
ど
の
年
末
残
高
の
一

定
割
合
を
、
所
得
税
の
額
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。
こ
の
特
例
は
、
住

宅
の
増
改
築
な
ど
に
係
る
住
宅
借

入
金
な
ど
を
有
す
る
場
合
の
所
得

税
額
の
特
別
控
除
と
の
選
択
と
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
国
税
）

(2)
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
が
居
住

す
る
既
存
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
を
３
分
の

１
減
額
（
１
戸
あ
た
り
１
０
０
平

方
㍍
相
当
分
ま
で
）
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
税
）

※
(1)

　

(2)
の
「
一
定
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
」
と
は
、
次
に
該

当
す
る
工
事
で
、
そ
の
工
事
費
用

（
補
助
金
な
ど
を
も
っ
て
充
て
る

部
分
を
除
く
）
の
合
計
額
が
30
万

円
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。

①
廊
下
の
拡
幅　

②
階
段
の
勾
配

緩
和　

③
浴
室
の
改
良　

④
ト
イ

レ
の
改
良　

⑤
手
す
り
の
取
り
付

け
⑥
床
の
段
差
解
消　

⑦
引
き
戸

へ
の
取
替
え　

⑧
床
の
滑
り
止
め

※
詳
細
は
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

平
成
19
年
度
の  

税
制
改
正  

の
あ
ら
ま
し

　

現
在
の
経
済
・
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
持
続
的
な
経
済
社
会

の
活
性
化
を
目
指
し
、「
あ
る
べ
き
税
制
」
を
つ
く
る
た
め
の
改
革
と
し

て
、
平
成
19
年
度
の
税
制
改
正
が
行
わ
れ
、
佐
用
町
税
条
例
も
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

■
中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

　

の
た
め
の
税
制

　

特
定
中
小
企
業
が
発
行
し
た
株

式
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
課
税
特

例（
い
わ
ゆ
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
）

に
つ
い
て
、
適
用
期
限
が
２
年
延

長
さ
れ
、
平
成
21
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。（
国
税
、県
税
、町
税
）

■
土
地
・
住
宅
税
制
の
見
直
し

（1）
住
宅
借
入
金
等
を
有
す
る
場
合

の
所
得
税
額
の
特
別
控
除
の
特
例

の
創
設

   

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
つ
い
て
、
税

源
移
譲
に
伴
い
中
低
額
所
得
者
層

の
減
税
額
が
減
少
す
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
計
画
的
な
持
ち
家
取
得
の
支

援
の
た
め
の
控
除
期
間
、
控
除
率
の

特
例
が
創
設
さ
れ
ま
す
。      （
国
税
）

■
低
公
害
車
に
係
る
自
動
車
取
得

　

税
の
特
例
措
置
の
見
直
し
と
延
長 

(1)
電
気
自
動
車
な
ど
の
低
公
害
車

に
係
る
自
動
車
取
得
税
の
特
例
措

置
に
つ
い
て
、
よ
り
環
境
負
荷
の

小
さ
い
自
動
車
に
重
点
化
す
る
な

ど
の
見
直
し
を
行
っ
た
う
え
、
適

用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
、
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
税
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
税　

相
生
税
務
署

　
　

☎
０
７
９
１
・
23
・
０
２
３
１

　

県
税　

上
郡
県
税
事
務
所

　
　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
８
５

　

町
税　

佐
用
町
税
務
課

　
　

☎
82
・
０
６
６
２　

居住の用に供
する時期 控除期間 住宅借入金等

の年末残高 控除率

平成 19 年
　　4月 1日
　　～
平成 20 年
　12 月 31 日

5年 1,000 万円以下
の部分

①一定のバリアフリー改修工
　事に係る工事費用相当部分
　（200 万円を限度）・・・２％
②　①の「一定のバリアフリー
　改修工事に係る工事費相当
　部分」以外の工事相当部　
　分・・・１％

居住年 控除
期間

住宅借入金
の年末残高

適用年
・控除率

平成 19 年

15年間 2,500 万 円以下の部分

・1 年目から
　10 年目まで
　0.6％

・11 年目から
　15 年目まで
　0.4％

平成 20 年

税 　  率 要件見直し
電気自動車

自家用５％→ 2.3％
営業用３％→ 0.3％

　　―
CNG（圧縮天然ガス）
自動車

排出ガス要
件を付加

ハイブリッド自動車
（バス・トラック）

排出ガス・
燃費要件を
付加ハイブリッド自動車

（乗用車）

平成１９年度
自家用５％→３％
営業用３％→１％
平成２０年度
自家用５％→ 3.2％
営業用３％→ 1.2％
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佐
用
町
消
防
署
で
は
、
佐
用
中

学
校
６
名
と
三
日
月
中
学
校
の
３

名
が
体
験
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
取
材
に
い
っ
た
と
き

は
、
腕
立
て
な
ど
を
し
て
い
ま
し

た
。
消
防
署
の
か
た
に
ト
ラ
イ
や

る
中
の
中
学
生
の
様
子
を
聞
く
と

「
し
ん
ど
そ
う
だ
け
ど
、
元
気
に

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
渡

過
と
い
っ
て
命
づ
な
を
つ
け
て
手

だ
け
で
進
む
「
チ
ロ
リ
ア
ン
」
と

い
う
渡
り
方
を
中
学
生
に
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
渡
過
が

終
わ
っ
た
中
学
生
に
話
を
聞
く
と

「
高
い
と
こ
ろ
が
嫌
い
だ
け
ど
、

全
部
い
け
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。　
（
文
・
田
村
美
樹
）

　

本
多
石
油
㈱
佐
用
バ
イ
パ
ス
で

は
、
三
日
月
中
学
校
の
生
徒
２
人

が
活
動
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
人
の
仕
事
は
、車
の
窓
ふ
き
、

洗
車
の
仕
上
げ
だ
そ
う
で
す
。

　

事
業
所
の
か
た
に
、
２
人
の
よ

う
す
を
伺
う
と
、「
明
る
く
て
、

よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
人
と
も
、
と
て
も
一
生
懸
命
に

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
文
・
福
盛
真
由
）

　

南
光
郵
便
局
で
は
、
上
津
中
学

校
の
２
人
が
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
は
、
窓
口
業
務
や
局
の

中
の
整
理
整
頓
や
掃
除
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
取
材
に
行
っ
た
と

き
に
は
、
窓
口
業
務
を
し
て
い
ま

し
た
。「
実
際
に
こ
の
仕
事
を
し

て
み
て
ど
う
で
す
か
」と
聞
く
と
、

「
緊
張
も
す
る
し
、
む
ず
か
し
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

局
長
さ
ん
に
今
の
様
子
を
聞
く

と
「
明
る
く
て
、
素
直
で
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。（
文
・
眞
島
・
盛
崎
）

　

國
一
鍛
刀
場
で
は
、
上
月
中
学

校
の
２
人
の
生
徒
が
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
取
材
に
い
く
と
紙
や
す

り
で
、
文
鎮
の
形
を
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
後
は
、
石
で
と
い

で
好
き
な
文
字
を
入
れ
る
そ
う
で

す
。
中
学
生
に
感
想
を
聞
く
と
、

「
難
し
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

高
見
國
一
さ
ん
に
、
２
人
の
様
子

を
聞
く
と
、「
ま
じ
め
に
や
っ
て

い
る
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
文
・
盛
崎
圭
亮
）

　

西
は
り
ま
天
文
台
公
園
に
は
、

三
日
月
中
・
上
月
中
・
上
津
中
・

佐
用
中
か
ら
６
人
の
生
徒
が
行
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
僕
た
ち

は
、
上
月
中
の
生
徒
に
こ
の
仕
事

を
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
、
と
聞

く
と
、「
楽
し
い
」
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
し
い
事
は

何
で
す
か
、
と
聞
く
と
、「
望
遠

鏡
で
星
を
見
る
こ
と
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
職
員
の
か
た
に
、

ト
ラ
イ
や
る
生
の
様
子
を
聞
く
と

「
初
め
は
、
緊
張
し
て
い
た
け
ど

し
っ
か
り
し
て
き
た
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。（
文
・
眞
島
彰
將
）

　

町
内
の
中
学
２
年
生
２
２
３
人
が
６
月
４
日
か
ら
一
週
間
、
学
校
を

離
れ
て
地
域
の
商
店
や
事
業
所
な
ど
へ
行
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
２
ペ
ー
ジ
は
役
場
で
活
動
し
た
眞
島
彰
將
く
ん
、
盛
崎
圭
亮
く
ん
、

田
村
美
樹
さ
ん
、
福
盛
真
由
さ
ん
（
佐
用
中
学
校
）
の
４
人
が
、
他
の

事
業
所
な
ど
で
活
動
す
る
中
学
生
を
取
材
し
た
も
の
で
す
。

Ｔｒｙ やるＴｒｙ やる 佐
用
町
消
防
署

國
一
鍛
刀
場

西
は
り
ま
天
文
台
公
園

本
多
石
油
㈱
佐
用
バ
イ
パ
ス

南
光
郵
便
局

自
分
へ
の
挑
戦
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三
日
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

は
、
三
日
月
中
学
校
の
３
人
が

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
日
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

の
３
人
の
仕
事
内
容
は
、
キ
ャ

デ
ィ
ー
バ
ッ
グ
の
積
み
込
み
や

バ
ッ
ク
の
引
渡
し
な
ど
だ
そ
う
で

す
。

　

３
人
の
よ
う
す
を
従
業
員
の
か

た
に
伺
う
と
「
よ
く
働
い
て
く
れ

る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
な
ど
と
て
も
し
っ
か

り
出
来
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
私
生
活
で
も
続
け
て
ほ
し
い
で

す
。　
　
　
　
（
文
・
田
村
美
樹
）

　

三
河
保
育
園
に
は
、
三
土
中
学

校
の
生
徒
６
人
が
活
動
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
行
っ
た
時
は
、
園
児

と
一
緒
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
や
っ
て
み

て
ど
う
だ
っ
た
か
を
尋
ね
て
み
る

と
、「
小
さ
な
子
と
遊
ぶ
の
が
楽

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
文
・
福
盛
真
由
）

　

佐
用
小
学
校
に
は
、
佐
用
中
学

校
の
５
人
の
生
徒
が
活
動
に
行
き

ま
し
た
。
活
動
し
て
い
た
生
徒
に

話
を
聞
く
と
「
子
ど
も
が
好
き
」

「
子
ど
も
と
ふ
れ
合
い
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
学
生
を
見
て
岡
本
一

道
校
長
は
、「
す
ご
く
ま
じ
め
で
、

落
ち
着
い
て
い
て
、
小
学
生
を
と

て
も
可
愛
が
っ
て
い
ま
す
。
あ
い

さ
つ
も
き
ち
ん
と
し
て
、「
は
い
」

と
返
事
を
し
て
く
れ
る
か
ら
気
持

ち
が
い
い
。
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
る
か
ら
と
て
も
役
に
立
っ
て

い
る
」
と
、
ほ
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
授

業
を
と
も
に
し
て
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
べ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
・
田
村
美
樹
）

Ｌｅｔ’ｓ ＴＬｅｔ’ｓ Ｔ

◆
三
枝
商
店
◆
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
佐

用
店
◆
生
鮮
パ
ワ
ー
佐
用
店
◆
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
ア
グ
ロ
佐
用
店
◆
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
佐
用
イ
ン
タ
ー
店
◆
ジ

ミ
ー
ハ
ウ
ス
◆
佐
用
中
央
病
院
◆
町
消

防
署
◆
町
役
場
◆
佐
用
マ
リ
ア
幼
稚
園

◆
佐
用
保
育
園
◆
江
川
保
育
園
◆
長
谷

保
育
園
◆
平
福
保
育
園
◆
佐
用
小
学
校

◆
利
神
小
学
校
◆
江
川
小
学
校
◆
Ｖ
Ａ

Ｐ
ホ
リ
サ
カ
◆
コ
ト
ブ
キ 

ロ
ー
ド
佐

用
店
◆
道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
◆

盛
々
亭
◆
西
播
磨
県
民
局
佐
用
土
木
事

務
所
◆
竹
田
運
動
具
店
◆
町
立
図
書
館

◆
コ
メ
リ
佐
用
店
◆
佐
用
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
◆
西
は
り
ま
天
文
台
公
園
◆
町
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
ほ
ほ
え
み
会
◆
福
本
農

園
◆
中
国
自
動
車
道
売
店
（
上
り
・
下

り
）
◆
ふ
れ
あ
い
の
里
上
月
直
売
所
◆

白
光
㈱
◆
笹
ケ
丘
荘
◆
幕
山
保
育
園
◆

上
月
保
育
園
◆
久
崎
保
育
園
◆
ビ
ス

ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ
◆
佐
用
共
立
病
院

◆
岡
本
医
院
◆
上
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
◆
上
月
体
育
館
◆
佐
用
警
察
署
◆
昭

和
シ
ェ
ル
石
油
上
月
給
油
所
◆
幕
山
小

学
校
◆
上
月
小
学
校
◆
久
崎
小
学
校
◆

國
一
鍛
刀
場
◆
町
教
育
委
員
会
◆
竹
炭

生
産
振
興
会
◆
町
社
会
福
祉
協
議
会
上

月
支
所
◆
大
林
園
芸
◆
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
南

光
支
店
◆
杵
屋
◆
西
尾
木
工
◆
手
づ
く

り
の
店
は
な
◆
レ
ス
ト
ラ
ン
か
わ
せ
み

◆
中
安
保
育
園
◆
徳
久
保
育
園
◆
南
光

郵
便
局
◆
徳
久
小
学
校
◆
佐
用
高
等
学

校
◆
ハ
イ
ム
ゾ
ン
ネ
◆
三
河
保
育
園

◆
南
光
自
然
観
察
村
◆
春
本
園
芸
◆

ロ
ー
ソ
ン
三
日
月
末
広
店
◆
味
わ
い
の

里
三
日
月
◆
三
日
月
保
育
園
◆
三
日
月

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
◆
本
多
石
油
㈱
佐

用
バ
イ
パ
ス
給
油
所
◆
三
日
月
石
油
◆

三
日
月
運
送
◆
三
日
月
小
学
校
◆
老
人

ク
ラ
ブ
三
日
月
連
合
◆
社
会
福
祉
協
議

会
三
日
月
支
所
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

◆   

活 

動 

場 

所   

◆

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

三
河
保
育
園

佐
用
小
学
校

三
日
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■編集後記
私たちは、８つの事業所を回って、色々
なかたにインタビューをし、この２ペー
ジを作り上げました。色々大変だったけ
ど、とても楽しかったです。取材だけで
はなく、意外に難しい防災無線の録音な
どもあり、たくさんの事が学べました。
　また、さまざまな事業所のみなさま「ト
ライやる」にご協力いただき、本当にあ
りがとうございました。　

（前列）
福盛真由さん
（後列左から）
眞島彰將くん
盛崎圭亮くん
田村美樹さん
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■
申
請
免
除
制
度

●
全
額
免
除

　

保
険
料
額
の
全
額
１
４
、１
０
０
円
が

　

免
除
さ
れ
ま
す
。

　

受
給
額
に
は
、
全
額
納
め
た
と

　

き
の
３
分
の
１
と
し
て
計
算
さ

　

れ
ま
す
。

●
４
分
の
３
免
除

　

保
険
料
額
の
４
分
の
３
が
免
除

　

さ
れ
、
各
月
３
、５
３
０
円
の

　

納
付
額
と
な
り
ま
す
。

　

受
給
額
に
は
、
全
額
納
め
た
と

　

き
の
２
分
の
１
と
し
て
計
算
さ

　

れ
ま
す
。

●
半
額
免
除

　

保
険
料
額
の
半
額
が
免
除
さ
れ
、

　

各
月
７
、０
５
０
円
の
納
付
額

　

と
な
り
ま
す
。

　

受
給
額
に
は
、
全
額
納
め
た
と

　

き
の
３
分
の
２
と
し
て
計
算
さ

　

れ
ま
す
。

●
４
分
の
１
免
除

　

保
険
料
額
の
４
分
の
１
が
免
除

　

さ
れ
、
各
月
１
０
、５
８
０
円

　

の
納
付
額
と
な
り
ま
す
。

　

受
給
額
に
は
、
全
額
納
め
た
と

　

き
の
６
分
の
５
と
し
て
計
算
さ

　

れ
ま
す
。

※
金
額
は
す
べ
て
平
成
19
年
度
分

　

の
保
険
料
額
で
す
。

※
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の
１

　

免
除
は
、
保
険
料
を
納
付
し
な

　

け
れ
ば
未
納
扱
い
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
全

員
が
下
記
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
か
た

①
前
年
所
得
が
少
な
い
か
た

②
平
成
18
年
４
月
以
降
に
失
業
・

　

倒
産
・
事
業
の
廃
止
の
あ
っ
た

　

か
た

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
（
寡
夫
）　

　

で
あ
っ
て
、
前
年
所
得
が
一
定

　

金
額
以
下
の
か
た

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
か
た

⑤
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障

　

害
給
付
金
を
受
け
て
い
る
か
た

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
か
た
を
対
象
に
保

険
料
の
納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制

度
で
す
。
10
年
以
内
に
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
、
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
に
は
入
り
ま
す

が
、
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

○
対
象
者

　

30
歳
未
満
の
本
人
・
配
偶
者（
配

　

偶
者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

が
申
請
免
除
の
対
象
者
の
①
〜

　

④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

■
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

　

の
承
認
対
象
期
間

　

平
成
19
年
７
月
分
か
ら

　
　
　

平
成
20
年
６
月
分
ま
で

■
申
請
手
続
き
方
法

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
）

②
印
鑑
（
本
人
が
署
名
さ
れ
る
場

合
は
不
要
）

③
失
業
な
ど
の
理
由
と
す
る
と
き

は
「
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者
証

の
写
し
」
な
ど

④
平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
に
他

の
市
区
町
か
ら
転
入
さ
れ
た
か
た

は
、「
平
成
18
年
中
の
所
得
状
況

が
確
認
で
き
る
書
類
」

※
③
④
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の

み
必
要
と
な
る
書
類
で
す
。

　

以
上
の
書
類
を
ご
持
参
い
た
だ

き
、
本
庁
住
民
課
国
保
年
金
係
、

各
支
所
総
合
窓
口
課
ま
た
は
三
河

出
張
所
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

全
額
免
除
ま
た
は
、
若
年
者
納

付
猶
予
が
平
成
18
年
度
承
認
済
の

か
た
で
、
継
続
審
査
を
希
望
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、
７
月
以
降
に
平

成
19
年
度
分
の
審
査
結
果
が
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

30
歳
未
満
の
か
た
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
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■
基
礎
年
金
番
号
に
ま
だ
統
合
さ

　

れ
て
い
な
い
年
金
記
録
も
、
大

　

切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
の

導
入
以
前
に
は
、
転
職
や
転
居
な

ど
に
よ
っ
て
、
お
ひ
と
り
が
複
数

の
年
金
番
号
を
持
つ
場
合
も
生
じ

て
い
ま
し
た
が
、
一
人
一
番
号
の

基
礎
年
金
番
号
を
用
い
て
、
年
金

記
録
の
確
認
を
簡
易
・
迅
速
に
行

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
記
録
を
結
び
つ
け

る
た
め
の
照
会
を
全
被
保
険
者
に

行
い
、
ま
た
、
年
金
の
請
求
時
に

も
ご
本
人
に
確
認
し
て
き
ま
し
た

が
、ま
だ
約
５
、０
０
０
万
件
（
平

成
18
年
６
月
）
の
記
録
が
、
基
礎

年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
未
統
合
の
記
録
は

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ま
ま
で
は
年
金
支
給
に
結
び

つ
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

■
年
金
記
録
問
題
へ
の
新
対
応
策

　

を
進
め
ま
す
。

●
被
保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
み
な

さ
ま
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
、
順

次
送
付
し
ま
す
。
ご
不
審
な
点
が
あ

れ
ば
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
５
、０
０
０
万
件
の
記
録
を
、
被

保
険
者
・
年
金
受
給
者
の
記
録
と
突

き
合
わ
せ
、
未
統
合
の
記
録
が
あ
る

可
能
性
の
あ
る
か
た
に
は
、
お
知
ら

せ
を
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
庁
や
市
町
村
に
記
録

が
な
い
場
合
に
は
、
領
収
書
な
ど
の

証
拠
が
な
く
て
も
、
銀
行
通
帳
の
出

金
記
録
、
元
雇
用
主
の
証
言
な
ど
を

根
拠
と
し
て
、
第
三
者
委
員
会
で
判

断
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
作
り
ま

す
。

●
５
年
の
時
効
を
超
え
た
場
合
で

も
、
全
額
お
支
払
い
で
き
る
よ
う
に

す
る
特
別
立
法
が
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
み
な
さ
ま
か
ら
の
お
問
い
合
わ

　

せ
に
は
真し

ん
し摯

に
対
応
し
ま
す
。

姫
路
社
会
保
険
事
務
所
で
は
７

月
の
相
談
窓
口
業
務
時
間
を
延
長

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
窓
口
業
務

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
７
月
24
日
（
火
）・

25
日
（
水
）・
26
日
（
木
）
は
午

後
６
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
が
終
了
し

ま
す
の
で
、
相
談
を
お
受
け
し
た

用
件
に
つ
い
て
は
、
翌
日
以
降
に

回
答
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
７
月
14
日
（
土
）
は
、
年
金

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
（
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）。

●
お
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

「
ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
１
２
０
・
６ロウ
ゴ５
７ナ
ヤ

ミ
８
３
０ゼロ

姫
路
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
６
１

Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る
年
金
加
入

履
歴
の
取
得
に
つ
い
て
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.sia.go.jp

）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中

で
、
高
齢
受
給
者
証
（
70
歳
か

ら
74
歳
）
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
受
給
者

証
に
な
り
ま
す
。
新
受
給
者
証

は
７
月
下
旬
に
郵
便
で
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
古
い
受
給
者
証
は
、

住
民
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
合

窓
口
課
に
ご
返
却
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
急
ぎ

ま
せ
ん
の
で
、
次
回
、
役
場
や

支
所
に
用
事
の
あ
る
際
に
返
却

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で

す
）。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

国
保
高
齢
受
給

者
証
を
更
新

　

８
月
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
に

年
金
記
録

社会保険出張年金記録相談を開設
　　　　　　　　　　　―  姫路社会保険事務所  ―

【日　時】 ７月２０日 (金 ) 午前１０時から午後３時まで
【場　所】 さよう文化情報センター
【持参物】　①被保険者のかたは年金手帳、
　　　　　年金受給者のかたは年金証書
　　　　②みとめの印かん
　　　　③本人の身分が確認できるもの
　　　　　　（運転免許証や保険証など）
　　　　④委任状（代理のかたが来られる場合のみ必要
　　　　　　　　　<書式は問いません >）

あ
な
た
の            　
　
　   

を
も
う
一
度
確
認
さ
せ
て
く
だ
さ
い
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青
少
年
を
育
て
る
会
で
は
、

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
ま
す
。
参
加
申
込
み
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、こ
の
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ

ン
プ
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
、

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
学
生
さ

ん
、
一
般
の
か
た
を
同
時
に
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
自
然

の
中
で
の
生
活
を
体
験
で
き
る

こ
の
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

８
月
３
日
（
金
）
〜

５
日
（
日
）
の
２
泊
３
日

■
と
こ
ろ

　

ふ
れ
あ
い
の
郷
み
う
ち

「
若
杉
館
」

■
対
象
者

　

町
内
小
学
４
〜
６
年
生
及
び

中
学
生
（
40
人
程
度
）

■
参
加
費

一
人
２
、０
０
０
円

■
参
加
申
し
込
み
期
間

　

７
月
６
日(

金)

〜
18
日(

水)

【
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
】

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

（
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
・
３
３
３
６

　
【
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
】

※
詳
し
く
は
、
後
日
、
各
小
・

中
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る

　

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
泊
３
日
の
夏
の
思
い
出
を

２
泊
３３
日
の
夏
の
思
い
出
を
一
緒
に
作
り
ま

出
を
出
を
一
緒
に
作

ま
せ
ん
か

せ
ん
か

広
々
広
々

!!!

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
と
太
と
太

み
を
み
を

ぱ
い
に
受
けけ
た

万

ひひすす。
す
。

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
＆
ス
タ
ッ
フ
募
集

■開花予定時期

７／２８ ８／５
（日）（土）
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千
種
川
河
童
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
８
月
に
開
催
す
る

千
種
川
河
童
ま
つ
り
で
河
畔
に

と
も
す
行あ

ん
ど
ん灯

に
使
用
す
る
河
童

の
絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
河

童
の
絵
を
行
灯
に
し
て
、
幻
想

的
な
河
童
ま
つ
り
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

　

あ
な
た
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
河

童
の
絵
と
願
い
事
が
あ
れ
ば
あ

わ
せ
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

■
紙
の
大
き
さ

　

Ａ
４
サ
イ
ズ

■
紙
質

　

和
紙
が
理
想
で
す
が
、
光
が

通
る
紙
で
あ
れ
ば
質
は
問
い
ま

せ
ん
。

■
色
付
け　

自
由

■
参
応
募
締
切　

　

７
月
27
日(

金)

ま
で

■
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

河
童
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

佐
用
町
中
三
河
３
８
９-

１

　

山
本
重
夫
☎
77
・
０
２
８
２

　

ま
た
は
、
役
場
各
支
所
、
出
張
所

　

佐
用
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

は
、
こ
の
夏
４
日
間
だ
け
の
短
期

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

も
ぐ
れ
な
い
子
、
ま
だ
う
ま
く

泳
げ
な
い
子
も
大
丈
夫
で
す
よ
！

夏
休
み
の
あ
い
だ
に
練
習
し
て
お

友
だ
ち
を
び
っ
く
り
さ
せ
よ
う
！

　

レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
指
導
い
た

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　

　

７
月
24
日
（
火
）
〜
27
日
（
金
）

■
対
象
お
よ
び
時
間

　

Ａ
コ
ー
ス　

幼
児（
３
〜
６
才
）

　
　
　
　
　
　

※
小
学
生
を
除
く

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
〜

　
　
　
　

５
時
30
分
（
１
時
間
）

　

Ｂ
コ
ー
ス　

年
長
〜
小
学
生

　
　
　
　
　
　
（
５
〜
12
才
）

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜

　
　
　
　

６
時
30
分
（
１
時
間
）

■
受
講
料

　

ス
ク
ー
ル
会
員
以
外　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

４
、０
０
０
円

　

ス
ク
ー
ル
会
員（
７
月
在
籍
者
）

　

  　
　
　
　

  
３
、０
０
０
円

■
募
集
人
数

　
　

各
コ
ー
ス　

先
着
20
名

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
お
申
し
込
み
期
間

　

７
月
８
日
（
日
）
〜
21
日
（
土
）

■
お
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
受
講
料
を
添
え

て
佐
用
町
民
プ
ー
ル
受
付
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
プ
ー
ル
☎
82
・
０
１
２
３

夏
季
短
期
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

河か
っ
ぱ童

の
絵
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

千
種
川
河
童
ま
つ
り
実
行
委
員
会

パ
ソ
コ
ン
教
室
ワ
ー
ド
講
座 　 
受
講
生
募
集
!!

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
講

座
を
４
日
間
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま

す
。

■
開
催
日　

　

８
月
２
日
（
木
）、３
日
（
金
）、

　

９
日
（
木
）、
10
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

■
場
所　

上
月
文
化
会
館
Ｐ
Ｃ
室

　
　
　
　
　
（
パ
ソ
コ
ン
持
込
可
）

■
受
講
料　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
方
法　

上
月
支
所
地
域
振

　

興
課
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　
　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０

　
　
　
　
　
　

FAX
　

86
・
０
７
９
３

■
定
員　
　

18
名

■
申
込
期
限　

７
月
20
日
（
金
）

　
　
　

申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

☆「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
協
議
会
」

で
は
、
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０
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プラ板と

      木
き

ホルダーづくり
ミニ行

あんどん

灯づくり オリジナル貯金箱づくり チャレンジクッキング

７月２４日（火）
　午前１０時～正午

７月３１日（火）
午前９時～正午

８月２日（木）
　午前９時～正午

８月３日（金）
　午前９時３０分～
　午後１時

身近なもので
キーホルダーづくり

木材を使って
本格的な行灯作り

粘土を使って
オリジナル貯金箱づくり

ぎょうざ、杏仁豆腐など
おいしいものを作って
食べて

町内小学生（１年生から６年
生まで（但し１、２、３年生
が参加する場合は保護者同
伴）

町内小学生（１年生から６年
生まで（但し１、２、３年生
が参加する場合は保護者同伴）

町内小学生（１年生から６年
生まで（但し１、２、３年生
が参加する場合は保護者同伴）

町内小学生４年生から
６年生まで

先着３０人 先着２０人 先着２０人 先着２０人

材料費として３００円 材料費として
　　　１，０００円

材料費として
　　　　５００円

材料費として
　　　　５００円

下絵、カッターナイフ、
はさみなど

絵の具道具、カッター
ナイフ、はさみなど

カッターナイフ、粘土
ヘラ、ビーズ、貝殻な
ど飾り付けたいもの

米５勺、お茶、エプロン、
三角巾など

南光文化センター

７月１３日（金）

南光支所地域振興課
　  ☎ ７８- ０１２３

　　　　　　　　　　　　  　　     fax ７８- ０２０９　　　　　　

第
２
回

「
兵
庫
・
岡
山
県
際
交
流
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

兵
庫
・
岡
山
県
際
交
流
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会
で
は
、「
兵

庫
・
岡
山
県
際
交
流
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
際
地
域
の
温
泉
、
公
園
、
特

産
品
直
売
所
な
ど
の
観
光
地
な
ど

33
カ
所
に
ス
タ
ン
プ
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
ス
タ
ン
プ
捺
印

応
募
用
紙
に
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

12
月
16
日
（
日
）
ま
で

■
応
募
締
切

12
月
20
日
（
木
）
必
着

■
応
募
先

〒
７
８
０-

８
５
０
６

岡
山
県
津
山
市
山
下
53

　

岡
山
県
美
作
県
民
局
地
域
政
策

部
協
働
推
進
室
内

兵
庫
・
岡
山

県
際
交
流
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
行

委
員
会
ま
で

■
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

西
播
磨
県
民
局
、
西
播
磨
の
各

市
町
、
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
に
あ

り
ま
す
。

■
賞
品

１
等

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞

　
　

旅
行
券　

10
万
円
分　

１
名

　

２
等　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
賞

旅
行
券

２
万
円
分

12
名

３
等

県
際
交
流
賞

ふ
る
さ
と
特
産
品
セ
ッ
ト
140 
名

（
３
、０
０
０
円
相
当
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
播
磨
県
民
局

　
　

企
画
調
整
部
企
画
調
整
課

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
１
３

集
め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
に
応
じ
て
、

抽
選
で
10
万
円
の
旅
行
券
な
ど
が
当
た
る

か
。
か
。

詳
細

つ
い
て

各
支
所

張
所

お
問
い
合
わ
せ

だ

い

詳
細細細

つ
い
てて

各
支支
所

張張
所所

おお
問
い
合
わ
せ

だ

い

親
子
・
子
ど
も
体
験
参
加
者
募
集

夏休み
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　５月２７日、体育協会三日月地域スポーツ振興会
と子ども会共催によるキックベースボール大会が、
三日月中学校グラウンドで開催されました。
　一点を争うかたずをのんで見守る試合から、終始
和やかな雰囲気の中で、お互い大量点を取り合う試
合まで参加者も家族も楽しい一日を過ごすことがで
きました。成績は次のとおり。

　優　勝　　野菜生活ジャパン
　準優勝　　とろーりクリームプリン
　第３位　　ベビースター

  優勝した「野菜生活ジャパン」チーム

青空に向けてナイスキック！

　６月９日、中安小学校体育館で、『～スポーツク
ラブ２１南光地域交流～第１７回南光インディアカ
大会』が開催されました。
　各校区スポーツクラブ２１からの参加など６チー
ムによって、日頃の練習の成果を発揮し熱戦が繰り
広げられ、試合を通して南光地域の世代を超えた交
流が深められました。成績は次のとおり。　
Ａコート
　優勝　負けへんでファイターズＤ
　準優勝　アンパンマン
Ｂコート
　優勝　負けへんでファイターズＳ
　準優勝　バイキンマン

  熱戦が繰り広げられる

 白熱した試合

　　　　　　　キックベースボール大会

　　　　第１７回南光インディアカ大会 　
　６月１７日に上月体育館で、『第２９回佐用町卓球大会』
が開催されました。１９０人の参加者は、日頃の練習の成
果を発揮し、熱戦が繰り広げられました。成績（優勝・準
優勝のみ）は次のとおり（敬称略）。　
一般男子の部　優　勝　大谷隆太　　準優勝　福原将人
一般女子の部　優　勝　祖開章江　　準優勝　松本　舞
中学男子の部　優　勝　山本　拓　　準優勝　宮本　享
中学女子の部　優　勝　春尾亜理沙　準優勝　長谷川智香
小学生の部　　優　勝　保田理恵　　準優勝　井上花恋
男子ダブルス　優　勝　大谷隆太・春名良樹　　
　　　　　　　準優勝　垣谷和哉・坂本誠治
女子ダブルス　優　勝　松本　舞・細尾沙絵　　
　　　　　　　準優勝　友延千裕・源　しずか

  ナイス！スマッシュ !!
　　　　　　　　第２９回佐用町卓球大会

陶芸教室 木工教室

日　時

①７月２６日 ( 木 )
②８月　２日 ( 木 )
③８月　９日 ( 木 )　
　午前９時～　
　　　　　計３回

①７月２８日（土）
②８月１８日（土）
　午前９時～正午　
　　　　　　計２回

内　容

粘土で湯飲み・お皿を作り
ます（自分の作りたいもの
を作ってもいいですよ。素
焼き、色付け、本焼きは陶
芸館の指導員が行い、完成
品は後日お渡しします）。

はばたき飛行機、オリジナル
時計、小物入れのうちひとつ

対　象 町内の小・中学生と保護者 町内の小学生と保護者

募　集
人　員 各先着１０組 各先着１５組

参加費 親子２人１組１，０００円
（使用料、材料代を含みます）

材料費として、１作品
　１，０００円（親子１組）

持ってく
るもの

タオル、飲み物
（汚れても良い服装で） タオル、飲み物

開　催
場　所 もくもく村陶芸センター 笹ヶ丘公園くるみの家

申し込
み期限 ７月２０日（金） ７月２０日（金）

お問い
合わせ・
お申し
込み先

三日月支所地域振興課
　☎ ７９- ２９８２
　fax ７９- ３６３３

上月支所地域振興課　
　☎  ８６- １２１０
　fax ８６- ０７９３



12

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

■
16
日(

海
の
日)

は
通
常
業
務

月
〜
金
曜
の
祝
祭
日
は
年
末
年

始
を
除
き
、
直
接
搬
入
の
「
燃
え

る
ご
み
」「
燃
え
な
い
ご
み
」
と

も
に
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
、
通
常
ど
お
り
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
収
集
も
通
常
ど
お
り
行

い
ま
す
。

■
空
き
缶
・
空
き
瓶
は

　
　
　
　

よ
く
す
す
い
で
か
ら

夏
を
迎
え
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
む
機
会
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
に
つ
い
て

は
セ
ン
タ
ー
内
で
分
別
し
て
再

資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を
は
が
し

て
、
容
器
内
に
飲
料
が
残
ら
な
い

よ
う
に
、
水
で
す
す
い
で
か
ら
、

出
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
82
・
０
２
９
３

佐用クリーンセンター祝祭日などの業務

祝　　　祭　　　日

７月 ８月
１６日 １３～１５日
（月） ( 月 ) ～ ( 水 )
海の日 お盆期間中

ごみの収集

通常業務
直接搬入
■受付
　午前 9時～
午後 4時 30 分

燃えるごみ
月～金
燃えないごみ
月～土

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
を
迎

え
、
最
小
限
の
職
員
で
効
率
的
な

行
政
運
営
と
計
画
的
な
職
員
採
用

を
図
る
た
め
、
定
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
試
験
職
種
と
採
用
予
定
人
員
、

　

採
用
予
定
日

・
消
防
職
（
初
級
職
）

１
名

平
成
19
年
10
月
以
降
採
用
予
定

・
一
般
行
政
職
（
初
級
職
）
２
名

　

平
成
20
年
４
月
以
降
採
用
予
定

・
一
般
行
政
職
（
初
級
職
）

保
育
士

１
名

　

平
成
20
年
４
月
以
降
採
用
予
定

■
受
験
資
格

・
消
防
職

　

高
校
を
卒
業
し
た
者
で
、
昭
和

57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
者

　
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、　

満
18
歳
〜
24
歳
）。

・
一
般
行
政
職

　

高
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

20
年
３
月
高
校
卒
業
見
込
み
の
者

で
、
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た

者
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
満

18
歳
〜
29
歳
）。

保
育
士
は
、
保
育
士
資
格
を
有

す
る
者
及
び
平
成
20
年
３
月
中
に

取
得
見
込
み
の
者
。

■
試
験
の
日
時
、
場
所
、
方
法

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、
作

文
試
験
、
適
性
検
査
（
消
防
職
））

及
び
第
２
次
試
験
（
口
述
試
験
、

体
力
試
験
（
消
防
職
））
と
し
、

第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
合
格

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

場
所
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

第
１
次
試
験

・
消
防
職

８
月
18
日
（
土
）

・
一
般
行
政
職

９
月
16
日
（
日
）

第
２
次
試
験

第
一
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通

知
し
ま
す
。

■
給
与

給
料
及
び
諸
手
当
は
、
扶
養
手

当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤

勉
手
当
等
給
与
条
例
に
よ
り
支
給

し
ま
す
。

■
受
験
手
続
き

申
込
書
を
役
場
総
務
課
で
交
付

し
ま
す
。

■
受
付
期
間

８
月
２
日
（
木
）
ま
で
で
、
郵

送
の
場
合
は
８
月
２
日
到
着
分
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

消
防
職
、
一
般
行
政
職
、
保

消
防

職
、、
保
育

職
、
保
育

佐
用
町
職
員
を
募
集
し
ま
す
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　６月２０日に、兵庫県警察
本部で、佐用郡少年補導員連
絡協議会（石黒永剛代表・上町）
が少年補導功労者表彰を受け
られました。
　同協議会は、昭和４３年２
月に結成以来、青少年の非行
防止活動、地域における見守
り活動に積極的に取り組んで
来られました。また、毎学期
末には、地域非行防止懇談会
を開催するなど、「地域も子ど
もは地域で育てる」の普及に
積極的に取り組んでいます。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町体育指導委員の寺本浩崇さん（田此）と金谷
一典さん（乃井野）が、６月２３日、上郡町で開
催された生涯スポーツ指導者講習会の席上で、西
播磨地区体育指導委員功労賞を受賞されました。
寺本さんと金谷

さんは、平成 10
年から体育指導委
員として社会体育
の普及とその指導
に尽力されており、
その功績が認めら
れ授賞されたもの
です。

このほど、立ち上がる農山漁村サミットが開
かれ、「立ち上がる農山漁村」に選定された、ふ
れあいの里上月が参加しました。
　もち大豆加工製品などを、全国にＰＲするこ
とができました。

　町の人権擁護委員を務めら
れている、黒川惠凖さん（平
福中町）と竹花正之さん（福吉）
のお二人の日頃の人権啓発・
人権相談などの活動に対し、
表彰状が贈られました。黒川
委員さんは全国人権擁護委員
連合会長表彰、竹花委員さん
は近畿人権擁護委員連合会長
表彰を受けられました。

このほど、坂本秋男さん（中
町）が ( 社 ) 日本薬剤師会から
表彰を受けられました。
坂本さんは、昭和２６年に

薬局を開業。４５年にわたり
学校薬剤師として、プール、
水道水の水質検査、空気環境
の検査、ダニアレルゲン検査
などを実施され、学校保健一
般の向上に貢献されています。

「立ち上がる農山漁村」に選ばれる
                                      ―  ふれあいの里上月

　「立ち上がる農山漁村サミット」で

 少年補導功労者表彰
   ―  佐用郡少年補導員連絡協議会

日薬有功賞受賞
　  　―  坂本秋男さん

喜びの坂本さんご夫妻

人権擁護委員表彰
―  黒川惠凖さん
―  竹花正之さん

黒川惠凖さん　 竹花正之さん竹花 之 石黒永剛さん

寺本浩崇さん　 金谷一典さん

西播磨体育指導委員表彰
　　　　　　　       ―  寺本浩崇さん
　　　　　　       　―  金谷一典さん
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６
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
に

江
川
地
域
で
、
大
阪
大
学
に
よ
る

地
域
交
通
に
関
す
る
聞
き
取
り
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
江
川
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
大
阪
大
学
の
協
力
で
昨
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
、
江
川
地

域
の
交
通
手
段
に
関
し
て
の
研
究

で
す
。

　

各
集
落
の
２
〜
３
人
に
、
現
在

の
交
通
手
段
の
現
状
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
を
運
行
す
る
場
合
の

方
法
や
負
担
の
範
囲
な
ど
を
聞
き

取
り
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
聞
き
取
り
調

査
の
デ
ー
タ
を
基
礎
と
し
、
江
川

地
域
全
戸
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

地
域
交
通
に
つ
い
て
考
え
る

　  　
　

地
域
交
通
ヒ
ア
リ
ン
グ　

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会　

注）利神城跡は、現在、石垣の崩落の危険性があり登山できません。

　

町
内
に
は
、
私
た
ち
の
歴
史
や

文
化
を
象
徴
す
る
多
く
の
文
化
財

や
地
域
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
地
域
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
、
過
去
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
保
存
さ
れ
て
き

た
、
地
域
の
誇
り
で
す
。

　

そ
ん
な
地
域
の
誇
り
を
将
来
に

わ
た
っ
て
残
し
、
伝
え
て
い
く
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

に
と
っ
て
と
て
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な

地
域
の
誇
り
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
回
目
は
、
道
の
駅
宿
場
町

ひ
ら
ふ
く
か
ら
も
悠
然
と
し
た
姿

を
見
上
げ
ら
れ
る
、
平
福
の
利
神

城
跡
で
す
。

　

標
高
三
七
三
㍍
の
利
神
山
頂
に

築
か
れ
た
こ
の
城
は
、
中
世
に
別

所
氏
が
築
城
し
、
戦
国
時
代
を
経

て
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
姫

路
城
に
入
っ
た
池
田
輝
政
の
命
を

受
け
て
、
池
田
由
之
が
そ
の
支
城

と
し
て
大
改
修
、
高
い
石
垣
を
巡

ら
し
た
山
城
と
し
ま
し
た
。

　

中
世
の
山
城
が
基
本
的
に
石

垣
を
持
た
な
い
文
字
通
り
「
土
で

成
る
」
城
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

こ
の
よ
う
な
高
石
垣
を
持
つ
城

が
山
頂
部
に
築
か
れ
る
の
は
戦

国
末
期
か
ら
近
世
初
頭
の
ま
だ

政
情
不
安
定
な
時
期
に
ほ
ぼ
限

ら
れ
、
県
内
で
は
、
但
馬
の
竹
田

城
跡
（
国
史
跡
）
と
な
ら
び
称
さ

れ
る
も
の
で
す
。
利
神
城
跡
は
町

の
指
定
文
化
財
第
一
号
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
世
の
利
神
城
は
南

尾
根
を
下
っ
た
口
長
谷
の
殿
町

に
城
主
居
館
（
別
所
構
跡
）
が

あ
り
ま
し
た
が
、
池
田
氏
以
降

は
利
神
城
西
麓
に
居
館
を
移
し
、

平
福
城
が
築
か
れ
、
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
に
廃
さ
れ
る
ま
で

続
き
ま
し
た
。

　

佐
用
川
の
西
岸
に
あ
る
平
福

の
町
並
み
は
、
は
じ
め
城
下
町
と

し
て
形
成
さ
れ
、
の
ち
に
宿
場
町

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
が
、
利
神

城
跡
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

威
容
を
伝
え
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
文
化
財
係

　
　
　
　

☎
82
・
２
４
２
４

シ
リ
ー
ズ　

　
①　

 

　

６
月
12
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
、
高
齢
者
交
通
安
全

指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
佐
用
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
地
域
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
る
た
め
に
交
通
安
全
指
導

者
を
育
成
し
よ
う
と
行
っ
た
も
の

で
、
同
協
議
会
の
運
営
委
員
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
推
進
員
、
自
治
会

長
な
ど
42
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

機
械
を
使
っ
て
横
断
歩
道
の
歩

行
を
疑
似
体
験
し
、
安
全
な
横
断

に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
有
意
義
な
講

習
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
交
通
安
全
指
導
者

と
し
て
、
各
集
落
・
団
体
で
指
導

を
し
ま
す
の
で
、
地
域
で
の
催
し

な
ど
に
活
用
い
た
だ
き
、
地
域
全

体
に
交
通
安
全
意
識
の
浸
透
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
に

横断歩道の疑似体験
高
齢
者
交
通
安
全
指
導
者
講
習
会　
　

佐
用
地
域
づ
く
り
協
議
会

　聞き取り調査のようす
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鳥
取
自
動
車
道
の
末
宗
第
１
、

第
２
ト
ン
ネ
ル
工
事
貫
通
式
が
、

６
月
15
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
自
動
車
道
は
、
中
国
自
動

車
道
佐
用
Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
仮
称
）
か
ら

北
上
し
、
国
道
４
２
９
号
線
に
接

続
す
る
大
原
IC
（
仮
称
）
を
経
て

西
粟
倉
IC
（
仮
称
）
で
一
般
国
道

３
７
３
号
志
戸
坂
道
路
に
接
続
す

る
も
の
で
、
そ
の
延
長
は
19
．
１

㎞
で
す
。

　

こ
の
鳥
取
自
動
車
道
の
中
で
末

宗
第
２
ト
ン
ネ
ル
は
、
一
番
長
い

ト
ン
ネ
ル
で
、延
長
が
１
、１
７
６

ｍ
あ
り
、
佐
用
町
延
吉
側
か
ら
と

大
畠
側
を
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
で
、
こ

の
度
無
事
に
貫
通
し
ま
し
た
。

　

貫
通
式
で
は
、
貫
通
発
破
点
火

が
行
わ
れ
た
後
、
利
神
小
学
校
児

童
１
・
２
年
生
と
た
ん
ぽ
ぽ
学
級

の
29
名
に
よ
っ
て
、
く
す
だ
ま
が

開
か
れ
、
通
り
初
め
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
貫
通
式
に
出
席
さ
れ
た
地

元
の
か
た
は
、「
こ
の
道
路
が
、

今
後
地
域
の
足
と
し
て
利
用
さ

れ
、
通
過
点
と
し
て
だ
け
の
利
用

で
は
な
く
、
佐
用
町
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
町
発
展
の
起
爆
剤

に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、こ
の
鳥
取
自
動
車
道
は
、

平
成
21
年
度
末
に
全
線
開
通
に
向

け
て
着
々
と
工
事
が
進
行
し
て
い

ま
す
。

末
宗
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
ま
し
た

Ａ
・

・

・Ab

　

み
な
さ
ん
は
、
こ
ん
な
経
験

あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
般
に
「
Ａ

型
は
几
帳
面
、
Ｂ
型
は
マ
イ
ペ
ー

ス
、
Ｏ
型
は
お
お
ら
か
、
Ａ
Ｂ

型
は
個
性
的
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
あ

る
心
理
学
者
の
血
液
型
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
調
査
で
は
Ａ
型
以

外
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
バ
ラ

ツ
キ
の
あ
る
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
心
理
学
的
に
も
血
液
型
と

性
格
に
は
因
果
関
係
は
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、「
自
分
は
△
型
だ

か
ら
こ
ん
な
性
格
、
だ
か
ら
他

人
か
ら
は
こ
う
見
ら
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
思
い
こ
み
は
間
違
い

で
す
。

「
和
」
は
「
愛
」
よ
り
も
強
し

　

日
本
人
は
「
和
」
を
大
切
に

し
ま
す
。
こ
れ
は
作
法
に
限
ら

ず
日
本
人
の
生
活
習
慣
、
価
値

観
す
べ
て
に
通
じ
る
原
則
で
、

例
え
そ
れ
が
「
愛
（
家
族
愛
な

ど
）」
を
優
先
し
た
結
果
で
あ
っ

て
も
「
和
」
を
乱
す
行
為
を
す

れ
ば
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
こ

と
を
だ
れ
も
が
無
意
識
に
意﹅

﹅識

し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
の
外
国
人
選
手
が

家
族
の
た
め
に
帰
国
（
職
場
を

放
棄
し
て
）
す
る
こ
と
に
少
な

か
ら
ず
違
和
感
を
も
っ
て
し
ま

う
の
も
、「
マ
イ
ペ
ー
ス
」「
個

性
的
」
と
言
わ
れ
る
Ｂ
型
、
Ａ

Ｂ
型
の
血
液
型
の
人
に
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
し
ま
う
の
も

共
通
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
特

有
の
美
学
か
ら
く
る
違
和
感
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
植
え
付
け
ら
れ
る
価
値

観
、
こ
れ
ら
が
思
い
こ
み
と
な

り「
偏
見
」を
芽
生
え
さ
せ
ま
す
。

成
り
き
る

　
「
他
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
」

「
そ
の
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
」

小
学
校
の
こ
ろ
先
生
や
両
親
か

ら
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
が
、
大

人
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
も
う
一

度
か
み
し
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
変
わ
っ
て
る
な
と
思
っ
て

も
そ
の
人
に
成
り
き
れ
ば
十
分

に
理
解
で
き
る
こ
と
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
達
哉
・
論
「
プ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」、
西
同
協
「
人
権
啓
発
資
料
」
よ
り

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

血  

液  

型  

④

鳥
取
自
動
車
道
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
教
育
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
保
護
者
な
ど
か
ら
の
相
談

に
つ
い
て
、
相
談
員
が
面
接
を
中

心
と
し
て
助
言
を
行
い
ま
す
。

■
開
設
日
時　

　

毎
月
第
２
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
開
設
場
所

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
西
播
磨
教

　
　

育
事
務
所　

教
育
相
談
室

 （
赤
穂
郡
上
郡
町
光
都
２-

25
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　

西
播
磨
教
育
事
務
所

　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
３
２
６

※
相
談
に
あ
た
っ
て
は
前
日
ま
で

　

に
予
約
が
必
要
で
す
。

 「
教
育
相
談
窓
口
」
に
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　利神小学生によってくすだまが開かれました
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社
会
福
祉
法
人
佐
用
町
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
を
通

じ
、「
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
町
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
る
福
祉
団
体

で
す
。

　

本
会
で
は
、
み
な
さ
ん
に
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
、
か
わ
い

い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

７
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
【
当
日
消
印
有
効
】

■
募
集
内
容

（
１
）
応
募
資
格
・
制
限
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
応
募
点
数
は
１
人
何

　

点
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

（
２
）
作
品
内
容

　

・
社
会
福
祉
活
動
に
ふ
さ
わ
し

　
　

い
も
の

　

・
佐
用
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も

　
　

の

　

・
明
る
く
親
し
み
や
す
い
も
の

　

・
自
作
未
発
表
の
も
の

（
３
）
応
募
方
法

　
・
Ａ
４
版
の
白
い
紙
を
使
用
し
、

　
　

色
は
フ
ル
カ
ラ
ー
と
し
ま
す

　

・
用
紙
１
枚
に
つ
き
作
品
１
点

　
　

を
描
画
し
て
く
だ
さ
い

　

・
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の

　
　

ど
ち
ら
か
で
応
募
し
て
く
だ

　
　

さ
い

　

・
用
紙
の
裏
面
に
は
、
作
品
の

　
　

簡
単
な
説
明
、
住
所
、
氏
名

　
　
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
（
学
生

　
　

の
場
合
は
学
年
）、
電
話
番

　
　

号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

　
　

い

（
４
）
賞

　

・
最
優
秀
賞　

１
点

　
　

５
万
円
（
高
校
生
以
下
の
受

　
　

賞
者
は
図
書
券
な
ど
）

　

・
優
秀
賞　
　

３
点

　
　

各
５
千
円
（
高
校
生
以
下
の

　
　

受
賞
者
は
図
書
券
な
ど
）

■
審
査
及
び
発
表

（
１
）
審
査

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

（
２
）
発
表

　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
ほ　

　

か
、本
会
広
報
紙
や
町
広
報
紙
・

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表
し

　

ま
す
。（
９
月
下
旬
予
定
）

■
そ
の
他

（
１
）
最
優
秀
賞
作
品
１
点
を
本

　

会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
使
用

　

し
ま
す
が
、
一
部
を
修
正
・
補

　

作
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り

　

ま
す
。 

（
２
）
最
優
秀
賞
作
品
の
著
作
権

　

は
、
本
会
に
帰
属
し
ま
す
。 

（
３
）
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま

　

せ
ん
。

（
４
）
マ
ス
コ
ッ
ト
の
愛
称
は
、　

　

別
に
募
集
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人

　

佐
用
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
（
南
光
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

☎　
78
・
１
２
１
２

　
　
　
　

fax　
78
・
１
７
０
０

　
　
　

E-m
ail

　
　
　
　

sayo-shakyo@

　
　

　
　
　
　
　

utopia.ocn.ne.jp

　

　

８
月
12
日
。

　

そ
の
日
は
星
に
願
い
を
伝
え

る
日
。
一
年
の
な
か
で
も
、
多

く
の
星
が
流
れ
る
流
星
群
『
ペ

ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
』。
そ
の
天

文
シ
ョ
ー
に
合
わ
せ
開
催
さ
れ

る
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
２
０
０
７
は
、

日
本
一
の
望
遠
鏡｢

な
ゆ
た｣

に
よ
る
大
観
望
会
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　　

地
元
芸
能
上
月
太
鼓
、
バ
ン

ド
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
す
。

　

夜
に
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
in
お
お
な
で
、
２
㍍
「
な
ゆ

た
望
遠
鏡
」
に
よ
る
大
観
望

会
や
、
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
聞
き

な
が
ら
流
れ
星
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

こ
の
夜
、
西
は
り
ま
天
文
台

公
園
で
見
る
星
空
は
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
思
い
出
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
立
西
は
り
ま

　
　
　

天
文
台
公
園
業
務
課

　
　
　
　

☎
82
・
０
５
９
８

８
月
12
日
は
星
に
願
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
２
０
０
７

町
職
員
の
人
事
異
動
（　

）内
は
旧
役
職
名
な
ど
。

　

★
係
長
（
平
成
19
年
７
月
１
日
付
）

　
　

◆
下
水
道
課
管
理
係
長　

椿　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
光
支
所
地
域
振
興
課
生
涯
学
習
係
長
）

　

★
退
職
（
平
成
19
年
６
月
30
日
付
）

　
　

◆
小
林
裕
彦　
（
町
消
防
署
警
防
課
消
防
係
主
任
）

か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
用
町
社
会
福
祉
協
議
会　
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「千種川の日」協賛イベント

千種川一斉「川の体温調査」
　　　～ご協力のお願い～
　川の健康状態を反映するバ
ロメーター、「夏の水温」を一
緒に測ってみませんか。
　ぜひご協力ください。
●とき　８月５日（日）
　　　　　午後２時～３時
●ところ 千種川の源流から河口
　　　　　までの約１００地点のう
　　　　　ちの１～３地点
■お問い合わせ　横山　正
　   ☎０７９１-５２-２５４９
（電話連絡は夜間にお願いします）
e-mail：zabiel .yokoyama@
nifty.com
または、西播磨県民局　名田
　☎０７９１-５８- ２２２９

千種川の日」協賛イ ント

「水温調査説明会」
さよう子どもアートスクール　
　　　オープンプログラム
　川の温度を計ることで
何がわかるのかな？
　千種川の番人こと、横
山先生がわかりやすく教
えてくれます。

●とき　８月５日（日）
　　午前１０時３０分～ 
●ところ　石井体育館 
●参加費・お申し込み
　不要 
■お問い合わせ
　生涯学習課
　　アートスクール係
　　　☎８２－３３３６ 

８月５日（日）は “千種川の日 ”

川 遊び、川 学ぶ川 遊び、川 学ぶ学ぶ 千種川圏域清流 くり委員千種種川圏域域清清流 くり委委員会

夏のイベント
●とき　８月１９日（日）９: ３０～受付開始
　　　１０: ００～１２: ００
　　　千種川に移動し、川遊びをしたり、　
　　　川の生き物を捕まえて観察。
　　　※雨天・増水時は、中止。

●ところ　南光ひまわり館
●参加費　大人５００円、子ども（３歳以上
　　　高校生以下）１００円（保険料を含む）

●お申し込み　不要
●持ち物　帽子、水着、川遊びや魚採りがで
　　　　きるものを各自ご用意ください。

■お問い合わせ　横山　正　
   ☎０７９１- ５２- ２５４９

（電話連絡は夜間にお願いします）
e-mail：zabiel.yokoyama@nifty.com
または、西播磨県民局　名田
☎０７９１-５８- ２２２９

）］）８月８月８月 ）］
次の趣千種川の日実行委員会では 千種川を地域の貴重な共有財産として 次の次種千千種 次のの趣意のもと、

　
　

　

兵
庫
県
内
産
の
木
材
を
使
用

し
て
住
宅
を
建
築
、
ま
た
は
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
か
た
に
、
兵
庫

県
と
金
融
機
関
が
協
力
し
て
資
金

を
融
資
し
ま
す
。

■
最
高
融
資
額
２
、０
０
０
万
円

（
リ
フ
ォ
ー
ム
５
０
０
万
円
）

■
返
済
期
間
25
年
以
内

（
リ
フ
ォ
ー
ム
10
年
以
内
）

■
２
％
固
定
の
低
利
融
資

　
（
平
成
19
年
９
月
30
日
ま
で
に

融
資
実
行
さ
れ
た
も
の
に
適
用
）

■
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
は
建
築
様

式
不
問
（
マ
ン
シ
ョ
ン
可
）

①
木
造
住
宅
ロ
ー
ン

②
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン

◆
融
資
対
象
者

①
県
産
木
材
（
県
内
で
生
産
さ
れ

県
内
の
製
材
工
場
で
加
工
さ
れ
た

木
製
品
）
を
50
㌫
以
上
使
用
し
、

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
木
造
住
宅

を
新
築
・
新
築
購
入
・
増
改
築
す

る
人

②
県
内
の
居
住
す
る
住
宅
に
県
産

木
材
の
内
装
材
を
30
平
方
㍍
以
上

使
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
人

◆
取
扱
金
融
機
関

　

播
州
信
用
金
庫
、
姫
路
信
用
金

庫
、
兵
庫
信
用
金
庫
、
西
兵
庫
信

用
金
庫
、
兵
庫
県
信
用
組
合
、
淡

陽
信
用
組
合
、
兵
庫
県
信
用
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、
兵
庫
県
信
用

漁
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
。

◆
融
資
限
度
額

①
県
産
木
材
の
使
用
割
合

50
％
〜
60
％

１
、５
０
０
万
円
、

60
％
以
上

２
、０
０
０
万
円

②
５
０
０
万
円

◆
返
済
期
間

①
25
年
以
内
②
10
年
以
内

融
資
に
関
す
る
審
査
等
は
取
扱

金
融
機
関
が
行
い
ま
す
。
な
お
、

金
融
機
関
へ
の
申
請
と
は
別
に

「
県
産
木
材
・
ひ
ょ
う
ご
県
産
認

証
木
材
製
品
使
用
住
宅
証
明
申
請

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産

局
林
務
課　

県
産
木
材
係

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

（
内
線
３
６
３
９
）

兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局
上
郡
農

林
水
産
振
興
事
務
所

森
林
林
業
課

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
９
８

（
直
通
）

木
の
温
も
り　

ふ
る
さ
と
の
香
り

兵
庫
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度
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●
家
庭
や
地
域
の
方
々
に
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

　

●
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
（
早
寝
、
早
起
き
、
き
ち
ん
と
し
た
食
事
な
ど
）

　

●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
礼
儀
正
し
い
態
度
を
心
が
け
る

　

●
家
事
の
手
伝
い
、
地
域
の
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
す
る

　

●
危
険
玩
具
（
エ
ア
ガ
ン
な
ど
）
は
、
使
用
し
な
い

　

●
火
遊
び
は
し
な
い

　

●
危
険
な
場
所
（
線
路
、
池
、
工
事
現
場
な
ど
）
に
行
か
な
い

　

●
不
審
な
車
、
電
話
の
誘
い
に
乗
ら
な
い

　

●
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
気
を
つ
け
る

　

●
夕
方
、
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
宅
す
る

　

●
行
き
先
、
帰
宅
時
刻
を
家
の
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
る

　

●
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
節
度
あ
る
使
い
方
を
す
る

　

●
買
い
物
の
マ
ナ
ー
を
守
る

　

●
法
に
触
れ
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い

　

●
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
を
徹
底
し
て
守
る

　
　
（
い
か･･･

行
か
な
い　

の･･･

乗
ら
な
い　

お･･･

大
声
を
出
す　

す･･･

す
ぐ
逃
げ
る　

し･･･

知
ら
せ
る
）

　

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
へ
の
見
守
り
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

　

不
審
者
情
報
な
ど
は
、
迅
速
に
佐
用
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
82
・
０
１
１
０
）
へ

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会
教
育
推
進
課　

☎
82
・
２
４
２
５

　

佐
用
町
保
幼
小
中
高
児
童
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
で
は
、
夏
休
み

中
の
子
ど
も
た
ち
に
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
、
２
カ
月
に
一

度
（
偶
数
月
）
検
針
員
が
巡
回
し

て
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
針
業
務

を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
確
実
に
行
う
た

め
、
み
な
さ
ん
に
次
の
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

１
．
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

　

上
や
周
辺
に
物
を
置
か
な
い
で

　

く
だ
さ
い

　

ボ
ッ
ク
ス
の
ふ
た
を
開
け
ら
れ

な
い
た
め
、
検
針
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ふ
た
の
上
に
何
か

が
乗
っ
て
い
る
と
き
は
移
動
さ

せ
、
ふ
た
が
開
く
よ
う
に
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

２
．
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
出
入
口

　

や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し

　

て
、
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

　

検
針
員
が
メ
ー
タ
ー
に
近
づ
く

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
検
針
で

き
ま
せ
ん
。
犬
が
検
針
員
に
噛
み

つ
い
た
な
ど
と
い
う
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は

　

と
き
ど
き
掃
除
を
し
て
清
潔
に

　

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

冬
の
防
寒
対
策
を
し
た
ま
ま
の

ご
家
庭
で
は
、
古
く
な
っ
た
保
温

材
を
撤
去
し
、
十
分
な
換
気
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
．
家
の
増
・
改
築
な
ど
で
、
メ
ー

　

タ
ー
が
床
下
や
屋
内
に
な
る
と

　

き
は
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事

　

事
業
者
に
依
頼
し
て
屋
外
の
検

　

針
し
や
す
い
場
所
に
移
し
て
く

　

だ
さ
い
（
工
事
費
は
個
人
負
担
で
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課　

☎
86
・
１
２
１
２

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協
力
を

　

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺
に
物
を
置
か
ず
、犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、

出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
、
つ
な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

佐
用
町
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど

の
適
正
冷
房
の
徹
底
に
よ
る
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
促
進
を
通

じ
て
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、

環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
文
化

の
定
着
・
発
信
を
図
る
た
め
、
次

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
取
組
期
間　

６
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
30
日
（
日
）

■
期
間
を
通
じ
て
の
取
組

　

①
適
正
冷
房
の
実
施

　
　

本
庁
舎
や
支
所
・
各
施
設
で

　

実
施
し
て
い
る
28
度
冷
房
を
継

　

続
し
ま
す
。

　

②
軽
装
勤
務
の
取
り
組
み

　
　

上
着
を
着
用
し
な
い
、
ノ
ー

　

ネ
ク
タ
イ
と
す
る
な
ど
。

■
お
問
い
合
わ
せ

    

総
務
課　

 

☎
82
・
２
５
４
９

環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
ス
タ
イ
ル
を
実
施

　

町
で
は
省
エ
ネ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

   

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
皆
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

   

ふ
れ
あ
う
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う

   

守
ら
せ
ま
し
ょ
う
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救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

心臓震とうについて
　みなさんは「心臓震とう」ということばを聞かれた
ことがあるでしょうか？あまり聞き慣れないことばで
すが、近年取り上げられることが多くなっています。
　最近では、4月に大阪で高校野球の試合中、打球を
胸に受けた投手が心肺停止状態になり、居合わせた救
命士の応急手当とＡＥＤによって助かったと報道され
たのを覚えているかたもおられると思います。この時
に打球を受けた投手に起こったのが「心臓震とう」な
のです。
　この「心臓震とう」は胸部に衝撃が加わったことに
よって、心臓が停止してしまう状態のことで、多くは
スポーツ中で、ボールやバットが当たったときや、遊
戯中に友だちの肘が当たったときなど、健康な子ども
や若い人に多く起こっていると報告されています。以
前は「原因不明の突然死」「急性心機能不全」として
扱われていたと見られます。研究の結果、このような
衝撃が、心臓のリズムのある特定の時期に加わったと
きに起こることがわかってきました。
　次の図を見てください。正常な心臓のリズムを表し
たものです。このうちの T波という、わずか 1000 分
の 15 秒間のときに衝撃を受けると、心室細動という
心臓がけいれんを起こし血液を出せない状態、つまり
心臓停止の状態になってしまうといわれています。

　子どもや若い成長期の人は、胸郭がまだ軟らかいの
で衝撃が心臓に伝わりやすいのが原因と考えられてい
ます。
　「心臓震とう」の発生頻度は高いものではありませ
んが、
・健康な青少年に突然死をもたらすものであること。
・学校行事やスポーツ活動が関連するときが多いこと。
・救命にはＡＥＤを使った心肺蘇生法が必要なこと。
・前胸部を保護すれば予防出来ること ( スポーツ用品
　メーカーが保護具を販売しています )。
　などみなさんもぜひ知っておいていただきたいと思
います。

■お問い合わせ
　消防署救急救助課救急係　☎８２-３８７２

　

町
内
の
各
小
学
校
の
４
年
生

が
、
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し
て

消
防
署
を
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

消
防
署
で
は
、
火
災
を
防
ぎ

人
々
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
工

夫
し
て
い
る
こ
と
や
、
小
学
生
に

も
で
き
る
避
難
方
法
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
体
験
を
メ
イ
ン
と
し

た
時
間
割
を
組
み
ま
し
た
。

　

通
信
指
令
室
や
消
防
車
両
の
見

学
に
始
ま
り
、
放
水
や
油
圧
救
助

器
具
で
の
鉄
棒
の
切
断
な
ど
、
最

後
は
煙
の
部
屋
や
救
助
袋
に
よ
る

避
難
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

初
め
て
の
体
験
に
児
童
た
ち

は
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

町
内
の
各
小
学
校
４
年
生

　

６
月
17
日
に
旧
リ
バ
ー
サ
イ
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
で
、
町
消
防
団

水
防
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
梅
雨
と
台
風
の
シ
ー

ズ
ン
を
控
え
、
消
防
団
員
の
防
災

意
識
と
技
術
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
全
55
分
団
か
ら
各
３

〜
５
人
（
約
２
５
０
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

越
水
対
策
と
し
て
、
積
土
の
う

工
法
と
改
良
積
土
の
う
工
法
(2)
の

２
種
類
の
工
法
を
町
消
防
署
員
を

講
師
に
学
び
、
実
際
に
土
の
う
作

り
、
土
の
う
積
み
を
講
習
し
ま
し

た
。

　

出
来
上
が
っ
た
土
の
う
は
、
各

分
団
と
役
場
で
保
管
し
、
有
事
の

際
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

町
消
防
団
水
防
講
習
会
を
実
施

町
消
防
団
は
、
地
域
の
安
心
で
す

初
め
て
の
消
防
体
験
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■
参
加
費　

３
０
０
円

■
対
象　

小
学
生

①
、
②
と
も

■
と
こ
ろ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象　

小
学
生

■
定
員　

先
着
10
人

■
講
師　

　

芸
術
作
家　

堂
野
能
伸
さ
ん

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

図
書
館　

☎
82
・
０
８
７
４

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

●
日
時　

７
月
28
日(

土)

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

●
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
７
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
飛
行
機
と
ボ
ー
ト
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
小
さ
い
人
（
５
才
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

７月　July　文月 　             ８月　August　葉月

　　

子
ど
も
の
生
活
の
大
半
を
占
め

る
「
遊
び
」
が
楽
し
い
の
は
、
対

象
が
人
で
あ
れ
、
物
で
あ
れ
、
働

き
か
け
に
対
し
て
何
か
反
応
が
あ

る
こ
と
で
、
達
成
感
と
満
足
感
が

得
ら
れ
る
か
ら
。
そ
の
結
果
、
次

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
「
や

る
気
」
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ

の
「
遊
び
」
の
経
験
を
蓄
積
す
る

こ
と
で
身
に
付
く
も
の
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

同
時
に
、
心
も
鍛
え
ら
れ
、
思
い

や
り
や
優
し
さ
、
そ
れ
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
の
気
持
ち
に
も
気
付

く
よ
う
に
な
り
、
周
囲
と
う
ま
く

協
力
し
合
う
こ
と
を
学
ぶ
で
し
ょ

う
。

　

こ
れ
は
、
親
が
言
葉
で
教
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。
周
囲
の

大
人
が
お
手
本
と
な
り
、
体
験
す

る
機
会
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ
に

は
、
毎
年
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ

ィ
ー
ク
」
で
、
中
学
生
が
来
て
く

れ
ま
す
。
今
年
も
６
月
４
日
〜
８

日
ま
で
、
上
月
中
学
校
か
ら
２
年

生
の
女
子
４
人
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
中
学
生
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
毎
年
感
じ
る
こ
と
は
、
普
段

と
違
う
場
所
に
身
を
置
い
て
い

る
戸
惑
い
と
、
そ
れ
で
も
精
一
杯

や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
心
意
気
で

す
。
人
は
初
め
て
の
事
に
向
き
合

っ
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
の

経
験
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
最
善

の
方
法
を
考
え
る
力
を
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で
の

経
験
が
多
い
ほ
ど
、
よ
い
結
果
が

生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
て

い
ま
す
。

　

あ
と
数
年
で
本
物
の
社
会
へ
出

て
い
く
中
学
生
は
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
多
く
の
体
験
を
し
、
自
分

の
中
に
宝
物
を
増
や
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

マ
マ
プ
ラ
ザ
に
集
う
お
母
さ
ん

が
た
に
も
、
今
、
腕
の
中
に
抱
い

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
十
年
後

に
た
く
さ
ん
の
生
き
る
知
恵
を
持

て
る
よ
う
に
、
人
間
の
基
礎
作
り

の
「
今
」
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

　 

７
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

21
日(

土
）
で
す
。

①
「
お
ど
る
人
形
で
あ
そ
ぼ
う
」

■
と
き　

７
月
26
日(

木)

27
日（
金
）

　
　
　
　

  

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
内
容　

あ
や
つ
り
糸
を
つ
け
て

　

動
か
し
ま
す
。
絵
の
具
で
色
づ

　

け
し
ま
す
。

■
参
加
費　

４
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
３
〜
６
年
生

②
「
カ
ラ
ー
ね
ん
ど
で
つ
く
ろ
う
」

■
と
き　

８
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
内
容　

カ
ラ
ー
粘
土
で
動
物
な

　

ど
を
形
づ
く
り
ま
す
。
で
き
あ

　

が
り
は
と
て
も
軽
く
、
携
帯
ス

　

ト
ラ
ッ
プ
な
ど
に
も
使
え
ま
す
。

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
７
月
の
お
は
な
し

　
『
と
り
つ
こ
う
か　

ひ
っ
つ
こ
う
か
』

■
大
き
い
人
（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
７
月
の
お
は
な
し

　
　
　
『
三
つ
の
ね
が
い
』

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要
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腰
痛
で
歩
け
な
く
な
っ
た
高
齢

者
の
か
た
の
ご
家
族
が
、
少
し
で

も
歩
き
や
す
い
よ
う
に
と
、
廊
下

や
ト
イ
レ
な
ど
に
手
摺
り
を
設
置

し
よ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
の
住
宅
改
修
は
、

事
前
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
の
要
介
護
及
び
要
支

援
認
定
の
（
心
身
の
機
能
が
低
下

し
た
）
か
た
は
、
手
摺
り
の
取
り

付
け
や
段
差
解
消
な
ど
の
住
宅
改

修
を
し
た
際
、20
万
円
を
上
限
に
、

か
か
っ
た
費
用
の
９
割
を
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
見
積
書
や
工

事
前
の
現
場
写
真
、
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の

理
由
書
な
ど
を
揃
え
て
、
健
康
課

へ
の
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

　

健
康
課
で
審
査
し
、
そ
の
改
修

計
画
が
承
認
さ
れ
て
始
め
て
工
事

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
完

成
後
は
、
い
っ
た
ん
自
費
で
全
額

を
工
事
事
業
者
に
支
払
い
、「
領

収
書
」
と
完
成
後
の
現
場
写
真
を

揃
え
て
健
康
課
へ
提
出
し
、
９
割

分
の
払
い
戻
し
（
償
還
払
い
）
を

受
け
ま
す
。

＊
改
修
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
工
事

　

に
か
か
る
前
に
、
担
当
の
介
護

　

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

　

ャ
ー
）
ま
た
は
、
健
康
課
に
相

　

談
し
ま
し
ょ
う
。

＊
住
宅
改
修
費
用
の
助
成
に
は
、

　

対
象
と
な
る
工
事
の
範
囲
が
決

　

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
対
象
と
な

　

ら
な
い
工
事
も
あ
り
ま
す
）。

＊
在
宅
の
か
た
に
限
り
ま
す
（
入

　

  

院
、入
所
中
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
入
浴
や

排
泄
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
入

浴
補
助
用
具
（
入
浴
台
、
浴
槽
手

摺
り
、シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
な
ど
）

や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
の
福

祉
用
具
を
費
用
の
１
割（
償
還
払
い
）

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
高
齢
者
の
か
た
の
住

宅
改
修
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
佐
用
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
い
ろ

い
ろ
な
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
で
、
ご
家
族
だ
け

で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

   

介
護
保
険
を
利
用
し
た
住
宅
改
修

●大人向けの本
　超図解わかりやすいＥＸＣＥＬ ２００７ 
　　－Windows Vista 対応　エクスメディア／著　エクスメディア
　高松塚古墳は守れるか　－保存科学の挑戦　
　　　　　　　　   毛利和雄／著　日本放送出版協会
　風土記からみる古代の播磨　
　　　   坂江　渉／編著　神戸新聞総合出版センター
　地域分権時代の町内会・自治会
　　　　　　　　　   　中田　実／著　自治体研究社
　裁判官の爆笑お言葉集　   　長嶺超輝／著　幻冬舎
　右翼と左翼はどうちがう？　－１４歳の世渡り術　
　　　　　　　　　　   雨宮処凛／著　河出書房新社
　子育て・教育の基本を考える　－子どもの最善の利益を
　　軸に　　　　　　　　　　堀尾輝久／著　童心社
　脳卒中の食事療法　　  折茂　肇／ほか著　同文書院
　図解早わかり建築基準法　大脇賢次／著　ナツメ社
　大人のクチュール　ワンピース・スモックブラウス
　　　　　　　　　　　   月居良子／著　文化出版局
　週末の、しあわせごはん　－家族と、友だちと囲みたい
　　　　　　　　　　  藤野真紀子／著　学習研究社
　果樹の接ぎ木・さし木・とり木　－上手な苗木のつく
　　り方　　　    小池洋男／編著　農山漁村文化協会
　世界遺産高野山の歴史と秘宝　
　　　　　　　　　　　  井筒信隆／著　山川出版社

　いわさきちひろ　－子どもの心を見つめた画家　
　　　　　　　　　　   ちひろ美術館／監修　平凡社
　力士はなぜ四股を踏むのか？　－大相撲の「なぜ？」が
　　すべてわかる本。　　    工藤隆一／著　日東書院本社
　大江健三郎作家自身を語る　大江健三郎／著　新潮社
　典子４４歳いま、伝えたい　－「典子は今」あれから　
　　２５年　　　　　　　　 白井のり子／著　光文社
■がらくた　　　　　　　　   江国香織／著　新潮社
▲純愛小説　　　　　　　   篠田節子／著　角川書店
★カオスの娘　－シャーマン探偵ナルコ　
　　　　　　　　　　　　　   島田雅彦／著　集英社
▲本当に生きた日　　　　　   城山三郎／著　新潮社
★蒼の悔恨　　　　　   堂場瞬一／著　ＰＨＰ研究所
■天保暴れ奉行　－気骨の幕臣矢部定謙　
　　　　　　　　　　   中村彰彦／著　実業之日本社
★戦力外通告　　　　　　　   藤田宜永／著　講談社
■銀しゃり　　　　　　　　   山本一力／著　小学館
　ＡＢＣＤＪ　－とびきりの友情について語ろう　
                        ボブ・グリーン／著　日本放送出版協会
　ロマノフの血脈　上・下　
　　　   スティーブ・ベリー／著　エンターブレイン
●子ども向けの本   
　宇宙　－ポプラディア情報館　
                                                 渡部潤一／監修　ポプラ社
　親子で遊べるおりがみ　改訂版　－おりがみとペー　
　　パーマジック　　　　　　　　　　　ブティック社
　がたごと　ばん　たん　
　　　   パット・ハッチンス／さく・え　福音館書店
　おかしのくにのうさこちゃん　
　　　   ディック・ブルーナ／ぶん・え　福音館書店
▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

H19.5.18 ～ 6.19 受け入れ分の一部

　
　
　
　
　
　
　

改
修
工
事
に
か
か
る
前
に
申
請
を



22

南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８-１１８０（いい歯を）

　疲労や倦怠感が暑い季節に起こるのが「夏ばて」
です。とくに近年、冷房の普及などによる外気と内
気の温度差の激しい生活を強いられるため、自律神
経に変調が生じて「だるい」「食欲がない」「眠れない」
などの不調を訴える人が多くなっています。

ビタミンＢ１、カリウムが筋肉で活躍
　不足すると疲労をまねく栄養素には、ビタミンＢ１

とカリウムがあります。ビタミンＢ１はエネルギー
が効率よく使われるのに必要不可欠で、カリウムは
筋肉を収縮する働きがあるため、不足すると脱力感
があります。
・ビタミンＢ１を多く含む食品
　　　豚肉、うなぎ、大豆、麦、胚芽米など
（同時にカリウムも摂取することができます）

・カリウムを多く含む食品
　　　ビタミンＢ１と共にとれる食品のほか、ひじ
　　きなどの海藻、インゲン豆、いも類など

カロテン、ビタミン Cなどで免疫系を強化
　慢性的な疲労には細胞を活性酸素（細胞を傷つけ
る分子）の害から守る作用をもつカロテン・ビタミ
ン C・ビタミンＥ・セレンの摂取も効果的です。
緑黄色野菜はカロテン・ビタミン C・Ｅも多く含み
ます。ビタミン Cは果物、ビタミンＥはごまやナッ
ツ類が多く、セレンはワカサギ、いわし、ホタテな
どの魚介類や、ねぎ、牛肉などに含まれるミネラル
です。

　食欲も落ちる季節ですが、豚肉だとさっぱりと冷
しゃぶにしたり、野菜類は冷たいスープなどにし、
夏ばて防止の食品を上手にとりいれて、暑い夏を乗
り切りましょう。

★献血のお願い★

     
 　  9:30 ～ 11:30　センターひまわり
　 13:00 ～ 13:45　役場南光支所   
　 14:30 ～ 15:30　尾崎病院
 

　 10:00 ～ 11:00　播州ケミカル㈱
 　12:30 ～ 13:15　祐あいホーム上月
　14:30 ～ 15:30　㈱協成
■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７-８０２０

　６月１７日に、南光文化センターで第２回佐用町よい子よい歯の
つどいが開催されました。
　昨年の３歳児検診で、虫歯のなかった９６人の幼児とそのご家族
のなかから、当日参加された３８人の幼児とそのご家族に「よい歯
で賞」表彰状が贈られました。
　また、ひまわりっ子ママプラザの人形劇サークル「おもちゃばこ」
のみなさんによる「はらぺこあおむし」の人形劇で、歯みがきの大
切さや、正しいブラッシング方法などを楽しく学びました。
■お問い合わせ　　　健康課　☎８７-８０２０

　　　第２回佐用町よい子よい歯のつどい

７月23日（月）

８月３日（金）

暑い季節の到来です！　～夏ばて防止の食事をしましょう～

楽しい人形劇に夢中です あおむしくんもはみがき
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　人が元気でいるには、体中の細胞に酸素と栄養を
送り、また体中から排出される老廃物の回収も行う
ことが必要です。
　この働きを担っているのが血液です。血液はまず
心臓から大動脈へ送られ、ここから次々と枝分かれ
した動脈を通って網の目のように広がった毛細血管
の先端までたどり着きます。そして静脈を通って同
じような経路で心臓まで戻ります。
　この過程で血液は酸素や栄養分を体内に運び、細
胞内でエネルギーを発生させて、二酸化炭素や老廃
物をそれぞれの排泄機関に送り届けながら心臓に
戻ってきます。
　この全身に張りめぐらされた、髪の毛よりも細い
毛細血管が詰まってしまう原因が、「ドロドロ血液」
です。「血液がドロドロ」とは、血しょう中の成分が
かかわり、赤血球、白血球、血小板が変化して毛細
血管を血液が円滑に流れない状態のことを言います。
血液ドロドロの原因
１．赤血球がうまく変形しなくなる。
　糖尿病などで血液中の糖分が過剰となったり、悪
玉コレステロールが増えたりすると、赤血球の変形
能力が低下する。

２．白血球がくっつきやすくなる。
　ストレスなどの要因によって、白血球の粘着性が
高まる。
３．血小板が固まりやすくなる。
　過度のアルコール摂取や糖分の取りすぎなどが、
血小板の凝集性や粘着性を高める。
　この状態が続くと、血行が悪くなり結果的に高血
圧、動脈硬化、心疾患、脳血管障害、糖尿病などの
疾患や老化促進の原因になります。
　また、「生活習慣病」まで行かなくても血液がドロ
ドロの人は冷え性や肩こり、だるさ、肌荒れ、また
代謝が下がり太りやすいとも言われます。
血液をサラサラにするために・・・
・水分を摂る
・「孫は優しい（まごわやさしい）」まめ、ごま、わか
　め、野菜、魚、椎茸、イモを積極的に食べる
・運動をする
･タバコはドロドロの原因
・ストレスを解消する
などで、血液サラサラ状態を保ち、健康な日々を過
ごしましょう。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

　７月行事カレンダー
●犬の引き取り
　　４日（水）10:00 ～ 10:30
●難病医療相談会（要予約）
　　６日（金）14:30 ～ 17:00
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　10 日（火）13:30 ～ 15:30
●アルコール相談
　　12 日（木）13:30 ～ 15:30
●専門的栄養相談（要予約）
　　17 日（火）10:00 ～ 11:30
●犬の引き取り
　　18 日（水）10:00 ～ 10:30
●こころのケア相談（要予約）
　　19 日（木）14:00 ～ 17:00　
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　25 日（水）13:30 ～ 16:00　
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　26 日（木）13:30 ～ 15:30
　※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２-２６２１

★すくすく健康相談
　　　　　（平成 19 年 1月生まれ）
　７月１３日（金）13：30 ～

★ 3歳児健診
（平成16年5月～平成16年6月生まれ）
　７月１８日（水）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談　（平成 18年 7月生まれ）
　７月２０日（金）13：30 ～

★４カ月児健診　　 　（平成 19 年 3月生まれ）
　７月２３日（月）13：30 ～

★０歳児クラス　　    　（２ヵ月～１歳未満）
　８月６日（月）10：:00 ～

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　  　　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　８月９日（木）10：00 ～
※いずれも場所は上月保健福祉センター

   血液サラサラ　元気モリモリ生活

携帯電話でもご覧いただけるようになりました。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続し
てください。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。
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　5月 31 日に南光ひまわりドームで、町体育指導委員研修会を実施
しました。研修内容は主に実技・審判講習で、今
回はペタンクとドッジビーを行いました。ドッジ
ビーとは、ウレタン製のフリスビーディスクを
使ったドッジボール形式のゲームで、安全で誰で
も楽しめるスポーツです。同委員会では、今後、
地域づくり協議会などでニュースポーツの指導依
頼があった場合に、各地域に出向いて活動してい
くため、これからも月１回程度さまざまなスポー
ツの研修を重ねていく予定です。

地域スポーツの普及に向けて研修　　―  町体育指導委員研修会  ―

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　5月２８日、口長谷の田で利神小学校５年生２１人が、
田植えを行いました。
　これは、地域のかたの協力を得て、毎年総合学習で行っ
ているもので、苗づくりから始まりしめ縄作りまで行わ
れています。２１人の児童は慣れない手つきでしたが、
地域のかたと一緒に一列に並び、順序良く植えていきま
した。
　田植えが終わった後は、近くの小川で、魚とりや水遊
びを楽しみました。
　今後は、八反返しを使った草取りや、手刈りの稲刈り、
昔ながらの脱穀機を使う脱穀、もちつきなどが計画され
ています。

米づくりの苦労を実感　　　　　　　　　　　　　　－  利神小学校 5年生  －

６月７日に佐用高等学校実習田で、佐用小学校５年生３９人
と佐用高等学校３年１組３４人が、田植えを行いました。
これは、小学生の総合学習の一環で、毎年、青少年を育てる

会佐用地域部会のかたがたの協力で行われているもので、高等
学校の生徒が小学校との交流支援で参加したものです。
素足で田の中に入って、歩きづらそうでしたが、高校生のお

兄さんたちの協力で、だんだんと慣れてきて、見る見るうちに
苗が植えられていきました。
秋には、収穫したお米で収穫祭を行う予定です。

田植えで小学生と高校生が交流　　―  佐用小学校５年生と佐用高等学校３年１組  ―　

秋の収穫が楽しみです

 腰が痛くなっちゃいそう

真剣です
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　６月１２日、三日月小学校において、老人クラブ三日月連合会
の奉仕作業が行われ、会員６０人が汗を流しました。
　この奉仕作業は、三日月小学校が創立した当時から、毎年行な
われている恒例行事です。会員のみなさんは、各々で草刈かまや
草刈り機を持参し、校舎やグラウンド、登校坂周辺の傾斜地の草
刈りを、熱心に行いました。
　作業終了後、船曳猛会長（田此）は、「子どもたちが、少しで
も気持ち良く、学校で生活してもらえれば幸いです」と汗を拭き
ながら語ってくれました。

地域の子どもたちのために　　　　　　　　　－  老人クラブ三日月連合会の奉仕作業  －

　５月２０日に、相生市の羅漢の里で、「ひょ
うご森の祭典２００７」が開催されました。
　本町からも「緑の少年団」（町内小学校６
年生３０人）が参加し、各団旗をもって式
典の入場行進を行いました。
　森のインストラクターの案内で、感伏山
ハイキング、森林観察会に参加し、森への
理解や緑の大切さなどを実感しました。
　このイベントは、森林の大切さなどの普
及と林業の振興を目的に、毎年県下各地で
行われています。

森林をみんなで守っていこう　 　　　　　　－  ひょうご森の祭典２００７  －

　５月２７日に快晴のもと、乙大木谷で棚田オー
ナーの田植えが行われました。 
　１２組約５０人のオーナーさんたちは、３枚（約
３アール）の田に慣れない足取りで入り、ひとさし
ひとさしていねいに手植えで植えていきました。
　参加した子どもたちも、泥遊びを楽しんでいまし
た。
　田植えが終わった後は、それぞれがお弁当をひろ
げて、和気あいあいと交流を深めました。

恒例の都市との交流　　　　　　　　　　　　  ―  棚田オーナーによる田植え  ―

わたしたちもがんばりました

  式典のようす
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　２００８年４月
１８日（金）～５
月１１日 ( 日）ま
での２４日間にわ
たり、姫路城周辺
で開催される第
２５回全国菓子大
博覧会（姫路菓子博２００８）の第
１期（１０月３１日まで）前売券が
発売されています。
　前売券は豪華な特典つきで、ＪＲ
みどりの窓口（ＪＲ西日本・ＪＲ四
国）、山陽電車主要駅、旅行代理店
及びチケットぴあ、コンビニなどで
発売しています。
■普通入場券　
　大人１，５００円（当日２，０００円）
　シニア１，２００円（当日１，６００円）
　高校生１，０００円（当日１，４００円）
　中学生　   ６００円（当日      ８００円）
　小学生以下は入場無料　　　　　　
■お問い合わせ
　第２５回全国菓子大博覧会・兵庫
　兵庫県実行委員会事務局入場券販
　売管理本部
　　　☎０７９-２２５- ５２２１

７月は「社会を明るくする運
　動」強調月間です
　毎年７月は、法務省が中心となっ
て推進している『社会を明るくする
運動』の強調月間です。
　期間中、犯罪の防止と罪を犯した
人の更生について理解を深め、犯罪
のない明るい社会を築くための努力
が全国各地で展開されています。
　町内でも各種団体などが連携し
て、この運動に関する行事を実施し
ていますので、趣旨をご理解いただ
き、ご協力をお願いします。
　『社会を明るくする運動町民のつ
どい』が次のとおり開催されますの
で、ぜひご参加ください。
■とき　７月３１日（火）
　　　　　午後１時３０分～
■ところ　さよう文化情報センター
■内容　小・中・高の生徒さんによ
　　　　る作文発表など
■お問い合わせ　
　総務課　☎８２-２５４９

６月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
５月 21 日から６月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

７月６日～８月 5日

人のうごき
５月 21 日から６月 20 日届出分　敬称略

月
日
曜
日 内　　容 場　　所 時　間

10 火 高年大学三日月教室館外研修 三木・丹波方面 8：30 ～
11 水 福祉相談 久崎老人福祉センター 13：30 ～ 16：00
12 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～

17 火 さわやかトーク（町長広聴会）上月支所（要予約） 10：00 ～ 12：00
南光支所（要予約） 13：30 ～ 16：00

18 水

高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
ふれあいの里三日月

19 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
23 月 献血 本紙ｐ 22 をご覧ください
25 水 弁護士相談 三日月福祉拠点施設 13：00 ～ 15：30
28 土 南光ペタンク大会 南光スポーツ公園 18：45 ～
8/2 木 さわやかトーク（町長広聴会）町長室（要予約） 13：00 ～ 16：00
３ 金 献血 本紙ｐ 22 をご覧ください

人　口　２１，１９４人（－１８）
　　　　　男 １０，１１７人   （－　１）
　　　　　女 １１，０７７人   （－１７）

　世帯数　　７，３５２戸（　　５）

　６月中の移動
      出生 　１２人　死亡 　２４人
      転入 　２８人　転出 　３４人

「姫路菓子博２００８」
前売券好評発売中

社会を明るくする
運動にご協力を
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　兵庫県と兵庫県人権啓発協会で
は、人権の大切さや思いやりなど人
権文化の創造や人権問題の解決に関
する内容が描かれた文芸作品を募集
します。
■募集内容　小説、随想（手記、作
　文）、詩、創作童話
■応募締め切り　９月３０日（日）
　当日消印有効
■応募資格　兵庫県内に在住、在勤、
　在学のかた
■応募作品　インターネット上を含
　む未発表・未投稿（他の文芸賞な
　どへの重複応募を含む）の自作の
　作品に限る
■応募方法　郵送に限る
■応募規定　字数制限有り
■お問い合わせ　
　　( 財 ) 兵庫県人権啓発協会
　　　　☎０７８-２４２-５３５５

■対象者
○航空学生　高卒（見込含）２１歳
　未満の者
○一般曹候補生　１８歳以上２７歳
　未満の者
○２等陸海空士（男子・女子）　
　１８歳以上２７歳未満の者
■受付期間　
　８月１日（水）～９月７日（金）
　※２等陸海空士（男子）　年間通
　　じて受付
■試験日（１次）
○航空学生　９月２２日（土）
○一般曹候補生　９月１７日（月）

○２等陸海空士（男子）　受付時に
お知らせします
○２等陸海空士（女子）
９月２４日（月）～２５日（火）
■お問い合わせ
自衛隊兵庫地方協力本部相生地域事務所
　☎０７９１－２３－２７５０

２００８年佐用町成人式を、次の
とおり開催します。出欠はがきは、
１１月ごろに送付する予定ですの
で、ご返送いただきますようお願い
します。
■とき　平成２０年１月５日（土）
午後１時３０分～式典、写真撮影
■ところ　さよう文化情報センター
■お問い合わせ
　総務課　☎８２-２５４９

今年４月に開校した兵庫県立大学
附属中学校の特色や教育内容などに
ついて、学校説明会を開催します。
■とき　８月１８日（土）１９日（日）
■ところ　上郡町光都　
県立先端科学技術支援センター
■対象者　小学校児童及びその保護者
■参加方法　説明会案内リーフレッ
トに印刷された往復はがきで事前
にお申し込みください。
（リーフレットは公立小学校に配
布しています）。

■お問い合わせ
兵庫県立大学附属中学校
　　☎０７９１-５８- ０７３５

航空学生・一般曹候補学生
・２等陸海空士募集

『のじぎく文芸賞』
作品募集

佐用町役場 (代表）　      ☎  82-2521
FAX 82-0131

総務課　　　　　　　　☎ 82-2549
福祉課　　　　　　　　☎ 82-0661
生涯学習課　　　　　　☎ 82-3336
税務課　　　　　　　　☎ 82-0662
商工観光課　　　　　　☎ 82-0670
水道課　　　　　　　　☎ 86-1212
町民プール　　　　　　☎ 82-0123
上月支所地域振興課　　☎ 86-1210
南光支所地域振興課　　☎ 78-0123
三日月支所地域振興課 　☎ 79-2982
佐用クリーンセンター ☎ 82-0293
町社会福祉協議会　　　☎ 78-1212

７月 31日（火）です

固定資産税第２期分、
国民健康保険税第１期分、
介護保険料 ( 普通徴収 ) 第１期分
 の納期限日は

―  今月の納税相談日   ７月２５日（水）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場本庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。
■お問い合わせ
　　　税務課収納係☎８２-０６６２

２００８年
佐用町成人式

兵庫県立大学
附属中学校説明会

県内でお買い求めください！県 さい！

１等・前後賞あわせて１等・前 あわせてて３億円
この宝くこの宝く

づづ
交交
■■ ））
■■
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「超新星を探す達人が天文台にやってきた」 
　西はりま天文台では、
宿泊者と一緒に超新星を
探しています。超新星と
は 、星が大爆発をおこし、
とても明るく輝く天体現
象です。宇宙の歴史を調
べる重要な天体として注
目されています。
　６月９日には「新しい星
を探す " 超 " 特別な日」というイベントを実施し、
超新星を探す達人、板垣公一さんをゲストに招いて、
超新星探しを行いました。板垣さんは日本で最も超
新星を発見している達人です ( 発見数３１個／６月
９日現在 )。梅雨空で天気が心配でしたが、なんと
か雲間が見え、新しい星探しにチャレンジできまし
た。発見には至りませんでしたが、参加者の期待は
一層増し、楽しいイベントとなりました。 
　　　西はりま天文台　嘱託研究員　内藤博之

 天文クイズ
　日本一の超新星捜索家である板垣公一さんが経
営しているお店はどれ？ 
　　 (1) お菓子屋 　    (2) かき氷屋　
　　 (3) カメラ店　     (4) 英会話学校 
　先月のクイズの答え　　 (3) グリーゼ 581c

　満開のルピナス畑で大好きなお姉ちゃんとパチ
リ♪二人ともお花や生き物を大切にできるやさし
い女の子に育って欲しいな。これからもみんな仲
良くいっぱい遊ぼうね。
　　　　　　　　　　　　　　パパとママより

編集・発行 /佐用町役場　広報委員会　〒679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )
上月支所：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南光支所：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

FAX　0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

　  新しい星を見つけたーい
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明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

 泥んこ遊び大すき　－ 三日月保育園 －

　６月７日、三日月保育園では、恒例の「泥田遊び」
を行いました。
　これは、普段、自然に触れる機会の少ない子ども
たちに、汚れを気にせず思い切り水田で遊び、土や
水にふれ、ふるさとを肌で感じてもらおうと開催し
ているもので、子どもたちも田植えが始まるこの時
期を心待ちにしている行事になっています。
　三日月駅南側にある春國靖夫さん（茶屋下）の水
田に一斉に駆け込んだ園児らは、プールで泳ぐよう
に遊んだり、泥団子をつくって遊んだりと時間が過
ぎるのを忘れて楽し
みました。
　園児の一人は「最
後はちょっと寒かっ
たけど、一日中遊び
たかった。来年は泥
の中でボール投げし
て遊びたいな」と話
しました。

おかあさん、今日だけは許してネ

だれだかわかりませーん


